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このことについて、議事録を作成したので、別紙１のとおり送付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙１） 

 

第 62 期第１回四役会議議事録 

 

１ 開催日時 令和３年 10 月 21 日（木） 午前９時から午後５時 

 

２ 開催場所 中央書記局 

 

３ 出席 者 

［中央執行委員長］ 

 倉本和邦 

［副中央執行委員長］ 

 齋藤雅記、原川佳也 

［中央書記局］ 

 鈴木宏彰（書記長）、村岡和弥（書記次長） 

 

４ 議 題 

（１）交渉打合せ及び総括 

ア 人事院交渉 
イ 内閣人事局交渉 

（２）第 1回関税局長交渉について 

（３）専門委員会について 

（４）その他 

 

５ 議事内容 

（１）交渉打合せ及び総括 

  ア 人事院交渉 
  ・交渉の流れ、各自が担当する発言事項について共有を行った。 

  ・今回の交渉の担当は参事官ではなく、給与担当の補佐となる。ランク的には下がるが

例年秋口は級別定数の話がメインなので、その担当の給与の補佐が相手となる。４月

は全体的な話になるので参事官が対応となる。 

  ・級別定数がメインなので多岐にわたる職種の大変さを訴えていくこととした。 

  ・人事院の発言要旨は今回もデータでもらえるように依頼するが、前回ももらえていな

い。 

  ・交渉終了後には内容について総括した（交渉結果は別途送付）。 

 

イ 内閣人事局交渉 
  ・交渉の流れ、各自が担当する発言事項について共有を行った。 

  ・着任挨拶時に聴取した内容を再共有し、旅具部門以外（通関や審理など）の大変さを



訴えていくこととした。 

  ・内閣人事局の視察の話になった時に、勧める官署の検討をした（SP 貨物や外郵など）。 

  ・交渉終了後には内容について総括した（交渉結果は別途送付）。 

 

（２）第 1回関税局長交渉について 

  ・新規議題はなかったので昨年 11 月をベースに数字等を訂正した。また、趣旨につい

ては、一部肉付けを行っている。 

  ・交渉日は、11 月中（26 日又は 30 日）で進めていることを共有した。 

  ・交渉の体制は、９地区本部の代表と女性代表の 10 名で次回の第２回中央執行委員会

で提案することとした。 

 

（３）専門委員会について 

  ・「第 62 期専門委員会担当割」を基に担当を確認した。 

  ・次回、第２回中央執行委員会において、開催時期、開催方法、内容を各専門委員長か

ら現状を聴取することとした。 

 

（４）その他 

    以下の２点について確認し、最終的には第２回中央執行委員会で諮ることとした。 

  ・「中高年層組合員の処遇改善に関する要求書」及び「定年退職者の後補充等に関する

要求書」については、10 月 26 日（火）又は 27 日（水）で検討している。内容につい

ては年次等の数字を訂正したのみ。 

  ・国公連合からの依頼である政労連へのカンパについては、第１回中央執行委員会で国

税労組や全財務の状況を確認することとなっており、以下のとおりであった。 

    国税労組：中央で負担 

    全 財 務：各地区本部でカンパを募る 

   これを受けて、税関労組としては、一括して中央書記局で負担することとした。金額

については、整理上、中央＋９地区本部で 10 万円とした。 

以上 


